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私は大学院生時代から 2023 年 3 月に定年退職するまで、身体に根ざした認知、視聴覚音声知覚、逆さメ
ガネ実験、高齢期の認知機能を維持するライフスタイルの探求など、いろいろなテーマで研究しました。そ
の中で一貫していたことは、環境に適応する脳のメカニズムによって心の働きは可塑的に変化することを客
観的に示したいという思いでした。本日は 3 部構成で、自身の研究やそこから考えていることをお話ししま
す。

第 1 話：脳・知覚認知系の可塑性
視聴覚音声知覚における言語・文化差
コロナ禍を通して、欧米でマスク着用が少数派になった時期でも日本ではまだ皆が着用を続けるという文化
差が明らかになりました。私たちの先行研究で、若年成人が相手の話し声を聞く際の視線計測をおこなっ
た結果、英語母語者は口を注視する一方、日本人は目を注視する傾向が強かったことから（Hisanaga et al., 
2016）、マスクで口が隠れると英語母語者は日本語母語者よりも困難を感じやすいと考えられます。その後
おこなった日本の乳幼児を対象とした視線計測実験では、大人のマスク文化の違いに通じる文化差が、すで
に幼少期からみられることが示唆されました（Sekiyama, Hisanaga, & Mugitani, 2021）。

逆さメガネへの適応
逆さメガネとは、視野を逆さにするメガネで、左右、上下、上下左右を逆さにするメガネがあります。これ
を着用すると、「視覚と運動の関係」がこれまでとは逆になってしまいます。このような状況に対して、脳
認知系はどのように適応するのでしょうか。
　色々な実験をおこなった結果、左右反転メガネをかけ続けると、3 週間から 5 週間で脳内に劇的な変化が
生じることがわかりました（Sekiyama et al., 2000; 2012）。そうした可塑性に関する研究成果が出た一方で、
個人的に考えさせられることがありました。年齢による適応スピードの違いや、風邪で 1 日寝込むことによ
る学習の大きな後退などです。このことから、高齢期の不活発が認知機能に与える影響の大きさに思いを馳
せるようになりました。

第 2 話： 高齢期の脳の可塑性－楽器演奏や運動の効果
高齢であることは認知症リスクを増大させますが、認知症リスクを低減する要因として、認知的活動、運

動、社会的交流、栄養と睡眠などがあります。
運動の効果
私たちのランダム化比較試験による介入研究では、高齢期に新たに認知的負荷のある運動に 3 ヶ月間取り組
んだ運動群は、しなかった統制群に比べて、全般的認知機能が向上し、ワーキングメモリ課題中の前頭葉
の脳活動が効率化すること、中前頭溝の灰白質容積が増大することがわかりました（Nishiguchi et al., 2015; 
Soshi et al., 2021）。
楽器練習の効果
私たちのランダム化比較試験による介入研究では、高齢期に新たに楽器の練習に ４ ヶ月取り組んだ音楽群
は、しなかった統制群に比べて、物語を覚える記憶課題の成績が向上し、ワーキングメモリ課題中の被殻（大
脳基底核の一部）と上側頭回の間の機能的結合が減少し、単独部位の機能が向上したことが示唆されました

（Guo et al., 2021）。

我々の結果を総合すると、運動と楽器練習はいずれも認知機能改善に一定の効果をもつものの、その作用
機序は両者で異なると考えられます。

第 3 話：高齢期に備える幼少期からの過ごし方
認知症の最も主要な原因であるアルツハイマー病は、脳内に異常なタンパク質が蓄積することで発症しま

すが、蓄積が進んでも発症を免れるケースがあります。これを、その発見のきっかけとなった修道女研究に
ちなんで「修道女パラドックス」と呼びます。今日、異常なタンパク質が蓄積してもそれに抵抗する脳の潜

人間科学部紀要　第 8 号94

 第 10 回人間科学研究フォーラム 



在的な力は、「認知予備力」と呼ばれます（Stern, 2002）。
修道女研究では、20 歳で入信した時の文章で高い概念密度を示した人が老いて認知症になりにくかった

とされ（Snowdon et al., 1996）、認知予備力の研究では、認知予備力を高める要因として、長い教育年数、
知的に複雑な職業、高齢期の知的活動の 3 つが挙げられています（Stern, 2012）。これらのことを合わせて
考えると、幼少期からの長年の知的活動が脳の抵抗力の源であることが示唆されます。

脳には 1000 億個以上の神経細胞があり、それらはシナプスという神経接合部を介してネットワークを形
成しています。アルツハイマー病の重篤度は、異常なタンパク質の蓄積量よりもシナプス数と高い相関を示
すという報告があります（Dekosky & Scheff, 1990; Terry et al., 1991; Mecca et al., 2022）。脳の成熟過程を
考えた時、刺激を受けないシナプスが削られていく「シナプス刈込み」が進行している時期（生後 10 ヶ月
～ 25 歳くらい）に、多くの知的な刺激を脳に与えておくことが、シナプス密度を高め、老いて認知症への
脳の抵抗力を発揮する土台になるのではないか、と私は考えています。
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